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1．はじめに
　2015年 4月 26日から 7月 25日までの 3ヶ月間、
当学の人事研修制度の一つである海外協定大学等派
遣研修および私立大学図書館協会の海外派遣研修の
制度を利用して、米国のイェール大学図書館 1）、イ
リノイ大学アーバナ・シャンペーン校図書館モーテ
ンソンセンター 2）、カリフォルニア大学バークレー
校東アジア図書館 3）に主に滞在し、調査実施と研修
受講の機会に恵まれた。現在の職場である図書館資
料管理課へ配属されてからの約 2年間、担当する業
務については、先輩や同僚の方々の支援のもとで担
当してきたが、まだまだ図書館における業務につい
て知識や経験の不足を痛感する場面が多い上、また
今後の自身の仕事にとって礎となるような経験をし
たいと希望していた折だったので、まさに絶好の機
会であった。
　今回の研修にあたって設定した目標は、（1）担当
業務の一つである電子資料の管理と利用者への公開
方法について、米国国内の取り組みを知ること、（2）
従来から存在する紙媒体の雑誌と電子資料の関係に
ついて、管理・保存の両面から米国大学図書館の取
り組みを知ること、（3）大学図書館として研究者や
学生のニーズをどのように吸い上げているのか、ま
た大学の研究力向上に貢献するために図書館がどの
ような取り組みを行っているかを視察・調査するこ
と、の 3点であった。また、米国国内の図書館で仕
事をされているライブラリアンの方々から話を伺う
ことで、今後の自身の仕事での歩みにつなげること
を期待して今回の研修へと参加させて頂いた。
2．電子資料の管理と公開方法について
　研究者・学生による研究活動の支援を期待される
大学図書館において、電子ジャーナルや電子ブック、
データベースといった電子資料をいかに利用者に安
定的に提供し、利用者が探している資料へと的確に
導くかは、課題の一つである。特に情報検索の場面
において、1990年代半ば以降 Googleに代表される
単一の検索窓からの検索に人々は慣れてきており、
複雑な手順を踏むことなく目的の検索結果に行き着
くことが求められるようになった。こうした利用者
側のニーズをふまえながら、図書館での管理・公開
をどのように行なっているのか、米国の大学図書館
における取り組み事例を調査した。
　今回滞在した 3大学、それに加えてイェール大学
滞在中に訪問したハーバード大学、プリンストン大
学、コロンビア大学、カリフォルニア大学バークレー
校への滞在中に訪問したスタンフォード大学のいず
れの大学図書館でも導入されていたのは、「ディスカ
バリーサービス」と呼ばれる仕組みであった。この
ディスカバリーサービスの特徴は、図書館が所蔵す
る紙媒体の資料に加えて、利用可能な電子資料を統
合的に一つの検索窓から検索することができる上、
出版社やデータベースの提供元がデータを提供して
いる場合には、電子ジャーナルに掲載されている論
文単位や電子ブックの章単位での資料検索が可能と
なる点である。当学でも現在、導入に向けた検証作
業を進めていることもあり、先行導入事例を調査す
ることができることは大きな収穫であった。
　各担当者へのインタビュー実施を通じて明らかに
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なったのは、残念ながらディスカバリーサービスそ
のものは決して万能なものではないということであ
る。しばしば事例として紹介されたのは、単一の検
索窓へあるキーワードを入力して検索した場合、本
来であれば最初の検索結果に表示されるべき紙媒体
の図書の検索結果が検索結果の上位に表示されない
事例や、キーワードの入力方法によっては関連する
論文へと的確に導かれない事例があるということで
あった。その理由について尋ねたところ、検索のた
めのアルゴリズム（検索結果を導き出すためのプロ
グラミング方法）が製品の提供会社外に公開されて
おらず、管理を行なっている図書館側では対応がで
きないためとの回答があった。そのことをふまえ、
イェール大学やハーバード大学、コロンビア大学で
は、他のアイビーリーグ加盟校らと「Ivy + （アイビー
プラス）」という担当者のグループを結成して、検索
上の不具合について意見を交換したり、製品の提供
元へ共同での対応を検討しているそうである。
　また、自館が提供するオンライン蔵書目録（OPAC）
や利用可能なデータベース、Webページなどの検索
結果を統合的に表示するオープンソースソフトウェ
ア（Blacklight4）、BENTO search systemなど）を
導入して、ディスカバリーサービスによる検索結果
以外も利用者に提供することで、ディスカバリー
サービスの検索結果の不具合に対処している図書館
が多かった。このことによって、利用者は自らが必
要とする資料を複数の検索結果から選択することが
できるようになる。ただし、このソフトウェアを導
入するにあたっては、プログラミング言語と開発技
術に精通したライブラリアンやプログラマーの存在
が不可欠となり、人的にも財政的にも開発のための
投資が必要となる。実際、今回の研修において調査
を行なった中でも、魅力的なシステムではあるが、
予算や人的資源の関係から現時点での導入は難し
く、中長期的な課題として検討していく予定とする
図書館も存在した。
　電子資料の管理については、各図書館において利
用しているディスカバリーサービスに対応したナ
レッジベース（自館で利用可能な誌名や期間、電子
資料に接続する URLなどを管理するためのデータ
ベース）を利用しており、それに加えて、利用統計
を分析ツールにより活用しているイェール大学図書
館やイリノイ大学アーバナ・シャンペーン校図書館
における事例を知ることができた。電子資料のうち、
電子ジャーナルについては、紙媒体の雑誌と異なり、
貸出を行わなくても利用統計により利用の状況を知
ることができる利点がある。以前においては、担当
する図書館員の経験と勘に依存した管理が必要で
あった部分について、客観的な数値を用いた管理へ
とつなげることが可能となっている。
3.紙媒体と電子資料の関係について
　電子媒体での出版形態が増加することに伴い、紙
媒体から電子媒体への購読形態の切り替え、保存
についての考慮が必要となってきている。欧米で
発行されている学術刊行物については電子化が進展
しているため、米国の大学図書館がどのような対応
をしているのか、その取り組みについても調査を行
なった。
　イェール大学図書館では、2014年 4月に「好ま
しいジャーナルの購読形態についての施策」を定め、
原則として電子媒体のみでの購読を基本的な購読形
態とすることを定めている（2014年 5月、資料収
集管理委員会によって承認された）。紙媒体から電子
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資料のみに切り替えるにあたっては、以下の点に考
慮する必要がある。①電子媒体の内容は紙媒体の内
容と同一であること（内容の同一性）、②紙媒体と
電子媒体の発行時期がほぼ同一であること（発行時
期の同時性）、③電子媒体が PDFファイル形式や全
文イメージ形式で提供されていること、④写真やイ
ラスト、図表が利用に耐えうる品質であること、⑤
電子資料利用にあたっての認証方式が IP認証方式
か機関で管理可能な ID／パスワードでの認証方式
であること、⑥購読期間中の電子ジャーナルについ
て恒久アクセスが認められていること、⑦資料への
アクセスの安定性があること（契約パッケージから
の離脱、利用禁止期間がないこと）、それぞれの項
目に該当することを前提として、電子媒体のみへの
切り替えを可能としている。イリノイ大学アーバナ・
シャンペーン校図書館においても、紙媒体の雑誌か
ら電子ジャーナルへの切り替えに関するガイドライ
ンを定めており、紙媒体から電子媒体へ切り替えて
も同一条件で閲覧できることが切り替えの主な条件
となっている。5）
　電子資料については、出版社が提供するものと、
アグリゲーターと呼ばれる、ある分野やテーマに応
じて多くの出版社によって発行されたジャーナルを
集めた業者によるものとに大別される。前者につい
ては契約中はもちろん、契約が終了した後にも契約
期間中の巻号が安定的に提供されることが多いが、
後者については Embargoと呼ばれる最新号以前の
一定期間について利用禁止期間が設定されていた
り、業者の方針により契約パッケージから突然除外
されるということが生じうる。その意味で、電子媒
体への切り替えを検討するにあたっては、電子資料
が存在することのみに着目するのではなく、どのよ
うな契約形態で提供されているのかを十分に理解す
ることが必要であろう。今回の研修における調査で
知ることができたように、一定の判断を必要とする
購読形態の変更にあたっては、ガイドラインを作成
して、自館の判断と担当者間の情報共有、そして場
合によっては担当者交替時の引継ぎ事項に役立てて
いく必要があるという思いを強くした。業務の流れ
を整理しながら、判断を伴うものについてはガイド
ラインを策定していくことを目標としていきたい。
4．研究力向上に向けた図書館の取り組み
　今回幸いなことに、米国を代表する研究大学の図
書館を訪問することができ、図書館がどのように研
究活動に対する支援を行なっているかを調査するこ
とができた。
　どの大学にもサブジェクト・ライブラリアンがお
り、研究者や院生を中心とした学生に対するリファ
レンスサービスを提供している。今回の研修でお世
話になった各大学の日本研究担当ライブラリアンの
方々とお話をさせて頂くと、日本研究を行なってい
る研究者、そしてその研究者の指導下にある大学院
生の研究関心・研究テーマをよく把握されており、
様々な場面でコミュニケーションを図っておられ
る。また、各図書館が提供するWebページ上には各
種ガイドが提供されており、研究テーマに応じた参
考文献、利用することができるデータベースなどに
ついて案内されている。
　学部生に対しての取り組みとしては、イェール大
学図書館の取り組みが特に興味深い。入学後に学生
一人一人に担当するライブラリアンが設定される
パーソナル・ライブラリアンプログラムがあり、担
当の学生への図書館に関する情報を発信し、学生か
らの図書館に関する問い合わせに対応したり、研究
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の出発点における支援を行なっている。大学図書館
のWebページ上においては、パーソナル・ライブ
ラリアン一人一人の情報が顔写真とともに掲載され
ており、何をすることができ、何をしないのか（PC
の設定作業など）を明確に学生向けにアナウンスし
ている。今年より、このプログラムとサブジェクト・
ライブラリアン制度をふまえて実施された学生の研
究活動をポスターにまとめ、図書館の１階にある展
示スペースで展示する企画を行うことになった。ま
た、カリフォルニア大学バークレー校図書館では、
学部学生の優れた研究成果に対して図書館が選考し
て表彰を行う Research Prizeという制度があり、図
書館が積極的に学生の研究成果の表彰を行なうこと
で、学習と研究意欲の向上に貢献している。
　研究活動に直結する形として興味深かったのは、
イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校図書館モー
テンソンセンターでの研修プログラムの一環で訪問
したオハイオ州立大学における Research Commons
の設置に関する計画であった。図書館だけでなく、
学内の研究支援部署が連携して施設を設置し、協
力して研究推進に特化したサービスを行うものであ
る。グループ学習室やセミナールームの他、ブレイ
ンストーミングのための部屋やコンピューターラボ
などが入る予定とのことである。後方的に研究を支
援するだけでなく、研究者・学生の研究成果を生み
出すための場所となることが想定された計画であ
り、完成後の活動が興味深い。
5．おわりに
　3ヶ月間にわたる研修は決して楽なものではな
かったが、密度が濃く、様々な経験をすることがで
きた。今回報告した内容は、研修の中のごく一部に
ならざるをえないものではあるが、電子資料を中心
とした米国の取り組みの一部をお伝えできたのであ
れば幸いである。多くの方々にインタビューをさせ
て頂き、研修の中で様々なことを教えて頂いたが、
ライブラリアンの方々に共通しているのはご自身の
担当業務に対する専門性とプロフェッショナルとし
ての意識であった。当学においては一定の期間を経
ての配置転換があるが、専門性を志向していくこと
の重要性を改めて感じることとなった。今後私がど
のような仕事を図書館において担当していくことに
なるか、未知の部分が多いが、どのような業務を担
当するとしても、プロフェッショナルとしての意識
をもって仕事に臨んでいきたい。
　末筆となりましたが、今回の研修参加にあたって
快く送り出してくださった図書館資料管理課の皆
様、受入機関のイェール大学図書館、イリノイ大学
図書館、カリフォルニア大学バークレー校東アジア
図書館の関係者の皆様に御礼申し上げます。
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